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ごみ袋の容量 45リットル 30リットル 20リットル

ごみ袋１枚あたりの手数料 50円 30円 20円

手数料額（10枚入／袋） 500円 300円 200円

区分 単位 手数料額

家庭系ごみ（直接搬入） 10キログラムあたり 100円

PICK UP 情報❶
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 クリーンセンター　23-3567

半田市家庭系ごみ
有料化実施計画を策定しました

　家庭系ごみ有料化とは、家庭から排出されるごみを処理するための費用の一部を、排出量に
応じて手数料として負担していただく制度です。市はこれまで様々なごみ減量施策に取り組ん
でまいりましたが、今なお県内自治体と比較してもごみ量が多いことから、ごみ減量と資源化推
進等を目的として、家庭系ごみ有料化の実施に向けた検討を進めてきました。計画段階におい
て地域意見交換会を開催しご意見をお寄せいただいたほか、有料化の具体的な内容をとりまと
めた実施計画案のパブリックコメントを経て、「半田市家庭系ごみ有料化実施計画」を策定しま
した。

閲覧期間　３月１日（日）～３月２７日（金）　※各施設の閉庁日・休館日を除く
閲覧場所　市役所（１階意見募集コーナー）、雁宿ホール、市民交流センター、図書館・博物館、

公民館（有脇、亀崎、乙川、上池、岩滑、板山、成岩、神戸）、乙川交流センターニコパ
ル、クリーンセンター、市ホームページ

※令和２年度に家庭系ごみ有料化に関する説明会の開催を予定しています。詳細については決
まり次第お知らせしてまいります。

実 施 時 期　令和３年４月１日（予定）
有料化の対象　「燃やせるごみ」、「燃やせないごみ」、「粗大ごみ」

■家庭系収集ごみ処理手数料（消費税込みの販売価格）

■クリーンセンターに直接搬入される家庭系ごみ処理手数料（消費税込み）

半田市家庭系ごみ有料化実施計画
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提出いただいた意見概要 市の考え方

　有料化によりごみ袋に詰め込めるだけ詰
め込むことになると思うが、新しいごみ袋は
その重量や詰め込むという動作に耐えうる
材質にしてもらいたい。

　新しいごみ袋の形状や厚さについては、改めて市民の皆さ
んの意見を聞いて決定したいと考えています。有料化によりこ
れまで以上にごみを詰め込むことが予想されるため、厚さにつ
いては、現状より厚くする方向で考えています。

　今回は、家庭ごみだけが有料化（値上げ）
の対象とされ、事業系ごみは対象となってい
ない。事業系のごみも増え続けており、この
処理も行政が行う以上、事業者に適正な負
担をしてもらうことも必要である。

　現在、事業系ごみは10kgあたり150円の処理手数料を徴収
しているところですが、家庭系ごみの有料化に併せて、事業系
ごみの手数料も見直しいたします。具体的には、事業系ごみの
処理原価に相当する10㎏あたり200円に改定する予定です。

　有料化はごみ減量のため、排出量に応じた
負担の公平性を確保するとのことだが、高収
入者が負担する手数料と、生活保護、障害者
年金で生活している方たちの負担感は同一
ではない。一定部分無料配布など、一定の援
助を考えてほしい。

　家庭系ごみ有料化にあたり、減免対象について関係部署と
協議し検討してまいりました。ご指摘の非課税世帯や生活保護
世帯への減免措置については、現在も指定ごみ袋を購入いた
だいていること、有料化による負担増加額は１か月あたり１人
約100円と見込まれること、すべての市民の皆様に平等にごみ
減量に取り組んでいただきたいことから、減免措置をとらない
ことといたしました。ご理解いただきますようお願いします。

半田市家庭系ごみ有料化実施計画を策定しました

日にち　３月１５日（日）、４月５日（日）
変更前　雁宿公園駐車場
変更後　潮風の丘緑地駐車場（潮干町1-38）
※その他の日程、詳細な場所・回収品目などは市ホームページ
　にてご確認ください。

■主なご意見と市の考え方

　令和元年10月15日～11月14日に、計画（案）に対する意見募集を行い、意見数は
12通23件でした。以下に主なご意見と市の考え方を記載します。他の意見について
は、市ホームページ（サイト内で「ごみ有料化」で検索）をご覧ください。

クリーンセンターからのお知らせ
日時　３月２８日（土）１２時～１６時
　　　３月２９日（日）９時～１３時３０分　※事前予約は不要です。
場所　クリーンセンター
持ち込みできるごみ
◇燃やせるごみ　◇燃やせないごみ　◇粗大ごみ　◇資源　
◇家電４品目（家電リサイクル券が必要です）
注意事項
◇事業系ごみは持ち込みできません。
◇持込みの際には、免許証等による住所確認を行います。

年度末の
ごみの受入れ

公共資源
回収ステーション
花見シーズンに伴い
開設場所を変更します

パブリックコメントの結果をご報告します
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祭礼日 地区名 神社等 主な行事

3月21日(土)
 22日(日)

乙
おっ

川
かわ 乙

おっかわはちまんしゃ

川八幡社（乙川殿町）
若
わかみやしゃ

宮社（乙川若宮町）
山車4輌による神輿の警固、乙川八幡社急坂での山車の坂上げ、坂下ろ

向
むかい

山
やま

市
いちきしまじんじゃ

杵嶋神社（向山町） 子供みこし4台による町内練り歩き、市杵嶋神社にて獅子館供覧、獅子

4月  4日(土)
5日(日)

有
あり

脇
わき

春
かすがしゃ

日社（有脇町） 4日宵祭りの引き車、5日本祭りのお練りによる町内巡回、花火打上げ、

平
ひら

地
ち

平
ひらちしんめいしゃ

地神明社（平地町） 子供みこし4台による町内練り歩き、飾り馬、馬駆け、巫女の舞奉納、獅

からす

根
ね からすねいなりじんじゃ

根稲荷神社（稲荷町）

4月11日（土）
12日（日）

岩
や

滑
なべ

岩
やなべはちまんしゃ

滑八幡社（岩滑中町）

岩
や

滑
なべ

新
しん

田
でん

神
しんめいしゃ

明社（平和町）

上
かみ

半
はん

田
だ

（ちんとろ祭） 住
すみよしじんじゃ

吉神社（宮路町） 宵宮、半田赤レンガ建物への曳き込み

協
きょう

和
わ

白
はくさんじんじゃ

山神社（白山町）

成
なら

岩
わ

成
ならわじんじゃ

岩神社（有楽町）
納、宵宮

西
にし

成
なら

岩
わ

成
なるいしじんじゃ

石神社（宮本町）

板
いた

山
やま 板

いたやまじんじゃ

山神社（板山町）
八
はちまんじんじゃ

幡神社（神代町）

4月12日（日） 大
おお

矢
や

知
ち

大
おおやちじんじゃ

矢知神社（東大矢知町） 子供みこし3台、大人みこし1台による町内練り歩き、大矢知神社へ奉納、

4月18日（土）
19日（日） 下

しも

半
はん

田
だ 業

なりはじんじゃ

葉神社（東本町）
山
やまのかみしゃ

之神社（山ノ神町）
納、宵宮、半田運河沿い山車4輌運行、ミツカンミュージアムへの曳き込
み

4月26日（日） 大
おお

池
いけ

大
おおいけじんじゃ

池神社（七本木町） 子供みこし2台による町内練り歩き、大池神社へ奉納、大池区民館にて
福引

5月  3日（祝） 新
あら

居
い

愛
あたごじんじゃ

宕神社（新居町） 子供みこし3台による町内練り歩き、愛宕神社にて巫女の舞奉納、花火、
勇行列

5月  3日（祝）
4日（祝）

亀
かめ

崎
ざき

（潮
しお

干
ひ

祭
まつり

）
神
かみさきじんじゃ

前神社（亀崎町）
尾
おわりさんしゃ

張三社（亀崎町）
の山車の曳き下ろし（3日のみ）、尾張三社への警固行列（ユネスコ無形
文化遺産・国指定重要無形民俗文化財・県指定有形民俗文化財）

PICK UP 情報❷
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 半田市観光協会　 32-3264

半 田 の 春 祭 り
春 の訪 れ

※山車の運行により、市内バス路線のルートや運行が変更となる場合があります。運行状況については、知多乗合㈱21-5234へ
　お問い合わせください。

半田の春の訪れを告げる春祭りが、いよいよ始まります。
「山車」を始めとする半田の春祭りの魅力をお楽しみください。
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南吉講談席
時　間　11時～12時10分　
演　目　「花を埋める「のら犬」他
出　演　洋子・小りす　

PICK UP 情報❸
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 新美南吉記念館　 ２６-４８８８

新美南吉没後７7年 貝殻忌

3
月
22
日
、新
美
南
吉
は
77
回
目
の
命
日
を
迎
え
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
新
美
南
吉
を
偲
び
ま
し
ょ
う
。

3
月
20
日
㈷
〜
22
日
㈰

期
間

新
美
南
吉
記
念
館（※

講
演
会
の
み
雁
宿
ホ
ー
ル
）

場
所

かい　　　がら　　　　き

20日㊗

ようこ　　こ

まさよ

21日㊏

22日㊐「命日」

20日㊗～22日㊐

貝殻忌式典
時　間　10時30分～11時15分
内　容　朗読（南吉童話お話の会でんでんむし）・う

た（つばさ幼稚園）・献花

南吉童話の紙芝居
時　間　11時30分～11時50分　
出　演　南吉童話お話の会でんでんむし

新美先生を偲んで～朗読と教え子のエピソード～
時　間　13時～13時30分
出　演　石川恵深

歌とお話の会
時　間　13時30分～14時　
出　演　小野敬子、左近治樹・玲子

南吉読書会【自由参加回】
　一緒に南吉作品を読んで語り合いましょう。
時　間　14時～16時

クイズで挑戦! 貝殻と菜の花くじ
　クイズに答えてくじを引くと、柄に合わせた缶
バッジづくりか絵葉書をプレゼント。
（中学生以下、各日200人）
時　間　10時～16時

貝殻忌ウォーク
～ガイドと歩く南吉のふる里～
時　間　10時5分～12時
申込み　電話または直接窓口へ

ＡＭＩ南吉を歌う
時　間　11時～12時
演　奏　ＡＭＩ

貝殻笛づくり
時　間　13時30分～15時（所要20分）

朗読劇「ラムプの夜」
　南吉が安城高女の
学芸会のために書いた
戯曲を若い学生さんた
ちが上演します。
時　間　14時～14時30分
出　演　朗読グループ「緑風の会」

蓄音機コンサート（学芸員の解説付き）
時　間　14時30分～15時

いしかわ え　み

お　の　けいこ　　さこん　はるき　 れいこ

22日は
新美南吉記念館を
無料開放

　南吉と同時期に「赤い鳥」で活躍し
た刈谷出身の作家、森三郎との比較
を通して、同誌が繋いだ縁や意義を
考えます。
時　間　14時～16時
演　題
　「雑誌『赤い鳥』に集った青年たち 
　―新美南吉と森三郎を中心に―」
入場料　無料
　　　　（予約不要）
講　師　酒井晶代 氏
　　　　（愛知淑徳大学
　　　　教授）

❖❖❖貝殻忌講演会❖❖❖
（第33回新美南吉顕彰講演会）

5 はんだ市報　2020.3.1



3
月
29
日
㈰
、4
月
5
日
㈰ 

住
所
変
更
の
手
続
き
な
ど
の
た
め

市
役
所
を
臨
時
開
庁
し
ま
す

課 名 取扱業務

市民課

住民異動届（転入、転居、転出、世帯変更など）の受付
※個人番号カード・住基カードを使用した転入、転出はで
きません。
戸籍届の受付
印鑑登録申請の受付、登録証の交付
住民票（広域交付除く）、印鑑登録証明書、戸籍証明な
どの交付
所得課税証明書（平成29～31年度分）の交付

地域福祉課 住民異動届・戸籍届にともなう障がい者手帳、障がい
者手当、各種支援サービスに関する手続き

高齢介護課
住民異動届・戸籍届にともなう被保険者資格の取得、
喪失などの手続き
要介護認定の受給資格証明書の交付（転出者）
要介護認定の新規認定申請の手続き（転入者）

国保年金課
住民異動届・戸籍届にともなう国民健康保険、国民年
金、後期高齢者医療、子ども医療、心身障がい者医療、
母子家庭等医療の手続き

学校教育課 住民異動届にともなう新入学、学区変更などの手続き

子育て
支援課

住民異動届・戸籍届にともなう児童手当、母子手当な
どに関する手続き

【問合わせ】 秘書課　８４-０６０２

日
時　3

月
29
日
㈰
、
4
月
5
日
㈰

　8
時
30
分
〜
12
時

場
所
　

　市
役
所
（
1
・
2
階
）

取
扱
業
務
　

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
住
民
異
動
に

と
も
な
う
業
務
（
左
表
参
照
）

問
合
わ
せ
　

　市
民
課
　
84
0
6
3
2

市 政 ニ ュ ー ス

窓
口
が
混
雑
す
る
春
先
、
引
っ
越
し
や
婚
姻
な
ど
の
住
民
異
動
に
と
も
な
う
手
続

き
が
、
休
日
に
も
で
き
る
よ
う
に
市
民
課
を
始
め
６
課
で
臨
時
開
庁
し
ま
す
。

臨時開庁での取扱業務一覧

※その他の業務、他の市区町村などへの確認が必要な業務は、受け付けできない場合が
　ありますので、事前に担当課へお問い合わせください。

オーストラリア大規模火災への
募金のご協力をお願いします

期間　令和２年３月３１日（火）まで
募金箱設置場所　市役所・図書館・雁宿ホール・市民交流センター

　市の姉妹都市であるオーストラリア・ポートマッコーリーのあるニューサウスウェールズ
州では、昨年から大規模な森林火災が続いています。現場となっている森林はコアラの生
息地として知られています。コアラの救急に対応しているポートマッコーリー・コアラ病院
には、救出されたコアラが連日運び込まれています。
　被災者、消火活動をしている消防士、犠牲になった動物と、多くの支援を必要としてい
ます。みなさんのご協力をお願いいたします。

※集まりましたお金は、半田国際交流協会を通じ、ポートマッコーリー姉妹都市委員会に
託し、消火活動やコアラ救助等の支援に使用していただきます。
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半
田
市
職
員
採
用
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

住
民
票
等
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
が
停
止
し
ま
す

【問合わせ】 生活援護課　８４-０６55

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

市 政 ニ ュ ー ス

就
職
活
動
中
の
学
生
の
方
を
対
象
に
、

職
員
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

先
輩
職
員
が
、
座
談
会
方
式
で
仕
事
内

容
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　

　3
月
17
日
㈫
、
4
月
17
日
㈮

　13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　

　市
役
所
大
会
議
室
（
4
階
）

対
象
職
種
　

　事
務
職
、
土
木
技
術
職
、
保
健
師
、
幼

児
教
育
士

※
保
健
師
、幼
児
教
育
士
は
4
月
17
日
の
み

申
込
み
　不
要

問
合
わ
せ
　人
事
課
　
84
0
6
0
7

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
左
記
の
期
間

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
い

た
し
ま
す
。

停
止
期
間
　

　3
月
19
日
㈭
6
時
30
分
〜
23
時

問
合
わ
せ

　市
民
課
　
84
0
6
3
1

半田市区長連絡協議会 会長　藤牧　実

「令和元年台風第１９号災害義援金」の
ご協力ありがとうございます

　市に集まった「令和元年台風第１９号災害義援金」の総額は次のとおりです。

　集まった募金は、日本赤十字社半田市地区から日本赤十字社愛知県支部へ送金し、支援
を必要とする被災地へお届けします。義援金は引き続き受け付けています。
　集まった募金は次のとおりです。温かいご支援ありがとうございました。

　集まった募金のうち、乙川小学校、半田市議会、半田市職員互助会の募金総額４４２，０４６
円は、災害復旧のため職員を派遣している長野県上田市を令和元年１２月１８日に訪問し、
お届けしました。

募金総額　１０，８４９，９２４円（令和元年１２月２７日現在）

◎半田市区長連絡協議会様・・・１０，０４１，４７１円
◎㈱竹耕 社員一同様・・・・・・・・・・・・・・・・３０，０００円
◎住吉公民館　野球部様・・・・・・・・・・・６２，０００円
◎宮池小学校様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９５，４４３円
◎桑田隆行様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００円
◎トミタパックス㈱ 社員一同様・・・・・１５，１５６円

地域の
みなさまへ

　このたびは、被災地支援のため、自治区を通じて義援金をご依頼したところ、多くの
みなさまから温かいお気持ちをお寄せいただき、誠にありがとうございました。また、
区長を始め、町内会長、隣組長及び区役員のみなさまには、多大なるご協力をいただ
きましたこと、深く感謝申し上げます。

募金総額　１０，０４１，４７１円

◎さえずりの杜様・・・・・・・・・・・・・４，０００円
◎乙川小学校様・・・・・・・・・・・・・４２，６７６円
◎半田市議会様・・・・・・・・・・・２２０，０００円
◎半田市職員互助会様・・・１７９，３７０円
◎匿名希望者２名様・・・・・・・・・４０，０００円
◎募金箱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９９，８０８円

　被災地が一日も早く復旧、復興されることを心より願っています。
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み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）し
ま
す

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方
へ

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

市 政 ニ ュ ー ス

次
の
計
画
案
に
対
す
る
意
見
募
集
を
行

い
ま
す
。

第
2
期
半
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
案
）

人
口
減
少
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
今
後
5
か
年
の
基
本
目
標
、

本
市
の
特
色
や
地
域
資
源
を
活
か
し
将
来

に
わ
た
っ
て
「
住
み
た
い
ま
ち
」
、
「
訪

れ
た
い
ま
ち
」
と
な
る
た
め
の
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

計
画
期
間

　
令
和
2
年
度
〜
令
和
6
年
度
（
5
年
間
）

計
画
の
内
容
（
基
本
目
標
）

①
産
業
を
振
興
し
安
定
し
て
働
く
場
の
あ

る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

②
市
内
外
か
ら
人
々
が
集
い
活
発
な
交
流

の
あ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

③
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」
を
つ

く
る

④
安
全
で
快
適
な
環
境
の
も
と
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

意
見
の
提
出（
資
料
の
閲
覧
）期
間・場
所

◇
提
出
（
閲
覧
）
期
間

　
2
月
28
日
㈮
〜
3
月
22
日
㈰

◇
提
出
（
閲
覧
）
場
所

　
市
役
所
（
1
階
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
、

4
階
企
画
課
）
、
雁
宿
ホ
ー
ル
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
・
博
物
館
、

公
民
館
（
有
脇
、
亀
崎
、
乙
川
、
上
池
、

岩
滑
、
板
山
、
成
岩
、
神
戸
）
、
乙
川

交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
パ
ル
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
を
所
定
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、

閲
覧
場
所
に
設
置
し
た
投
函
箱
へ
直
接

提
出
す
る
か
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
提
出
用
紙
は
、
閲
覧
場
所
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
郵
送
　
〒
4
7
5
│
8
6
6
6
　
半
田

　
市
東
洋
町
2
│
1
　
企
画
課

◇
□FAX 
㉕
2
1
8
0
　

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　kikaku@
city.handa.lg.jp

意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
、
計
画

の
最
終
案
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
意

見
の
要
旨
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

な
ど
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

※
賛
否
の
結
論
だ
け
を
示
し
た
も
の
や
計

画
と
直
接
関
係
が
な
い
も
の
、
住
所
・

氏
名
の
記
入
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
わ
せ

　
企
画
課
　

84
0
6
0
5

同
じ
世
帯
で
「
医
療
」
と
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
」
の
両
方
を
利
用
し
て
支
払
っ
た
1

年
間
の
自
己
負
担
額
の
合
計
金
額
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
に
、
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
・

「
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を

支
給
し
ま
す
。

申
請
勧
奨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

令
和
元
年
7
月
31
日
時
点
で
、
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
年
間
の
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
る
方
に
は
、
「
申
請

勧
奨
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
お

知
ら
せ
が
届
い
た
方
は
、
国
保
年
金
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
加
入
保

険
の
変
更
な
ど
に
よ
り
「
申
請
勧
奨
の

お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
保
年
金
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
…

令
和
元
年
7
月
31
日
時
点
で
、
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、

医
療
保
険
者
（
職
場
の
健
康
保
険
）
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
高
齢
介
護
課
が
発
行
す
る
「
介

護
保
険
自
己
負
担
額
証
明
書
」
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医

療
保
険
者
（
職
場
の
健
康
保
険
）
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
わ
せ

◇
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
に
関
す
る
こ
と
　

　
国
保
年
金
課
　

84
0
6
5
2

◇
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
高
齢
介
護
課
　

84
0
6
4
9

介護保険の自己負担額
（高額介護サービス費を除く）

医療保険の自己負担額
（高額療養費を除く） ＋

高額医療・高額介護合算療養費制度

医療と介護を合計して、自己負担限度額を超えた分を支給します。

※医療（福祉医療受給者を除く）、介護のどちらかの自己負担額が０円の
場合や支給額が５００円を超えない場合は支給されません。

※入院（所）時の食費・居住費、差額ベッド代などは、自己負担額に含まれません。
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

市 政 ニ ュ ー ス

人生最期までこのまちで暮らす ～地域包括ケアシステムを知る～シリーズ

最終回

【問合わせ】 高齢介護課　84-0644

（取り組みの一部を記載）

　平成２７年４月から開始したこのシリーズは、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生最期まで続けられる
よう、「医療・介護・予防・生活支援・住まい」の５つのサービスが相互に連携しながら提供されるしくみである「地
域包括ケアシステム」について、本市の取り組みをお伝えしてきました。このシリーズが最終回を迎えるにあた
り、これまでの進捗状況と今後についてご報告します。

❖半田市の少子超高齢社会が進む今、必要な「地域包括ケアシステム」の構築
　現在、国が進める地域包括ケアシステムの構築は、高齢者人口の急速な増加への対応策としてスタート
し、現在は市町村ごとに進められています。本市では、平成２５年から検討を始め、平成２６年から取り組み
を進めてきました。現在は高齢者ケアを中心的に、取り組みを進めています。

❖重要な「自助」と「互助」の推進
　地域包括ケアシステムは、介護保険等の社会保障（共助）や生活保護等の福祉（公助）など制度によるサ
ービス提供のみではなく、市民のみなさんが自らの健康維持や予防に取り組むこと（自助）や、ご近所同士
の見守りや声かけ、老人クラブや自治会などの住民組織による助け合い、市民によるボランティア活動や
生きがいつくりなど、市民のみなさんが主体的に参加すること、住民同士が地域社会の中でつながり支え
合う（互助）ことの２つがとても重要です。

誰もが迎える高齢期を安心・安全にするしくみから、誰にとっても安心・安全な地域社会づくりへ
　医療や介護の関係機関と行政が協働し、高齢者自らの健康管理や介護予防に取り組める環境の整備、自
分らしい人生の締めくくりの時期を迎えるための医療・ケアの事前指示や人生会議（ＡＣＰ）の普及、安心して
暮らせる見守りやささえあいのある地域づくりの推進、医療ケアの多職種連携の推進、安心・安全な住まい
方の支援など、これまで進めてきた地域包括ケアシステムは今後、高齢者福祉に限らず、子ども子育て支援、
障がい者福祉、生活困窮者対策や、関連する地域課題の解決とも横のつながりを持ちながら、すべての方が
安心して暮らせるまちづくりを引き続き進めていきます。市民のみなさんもぜひ、わがまち半田まちづくりに
参加していただきますよう、シリーズの最終回にあたりお願い申し上げます。

「地域包括ケアシステム」は
「地域共生型社会」実現の体制づくりへ

在宅ICTの整備
在宅医療ケアチームが在宅療
養中の患者の情報を共有する
ICTシステムを整備。

人生会議（ACP）の普及
誰もが迎える人生の最終段階の生き
方や医療ケアの希望について、元気な
時に近しい人と話し合い、書き留めて
おく事前指示を普及。

各種市民講演会の開催
認知症や介護予防、終末期医療や看
取りなど、最新の話題を盛り込んだ講
演会やイベントを開催。

捜索機器の無料貸与
認知症による行方不明に備え
て発信機「サンタグ」を無料で
貸与。

認知症カフェの整備
認知症の情報交換やご本人や家族が
一息つける場所の整備。

認知症安心ガイドブックの発行
「基礎編」「予防編」「家族の心構え編」
「若年性認知症」「行方不明への対応」
をまとめた小冊子を発行。

げんきスポット補助金
高齢者の健康維持や介護予防を目的
とした市民活動の運営費の一部を補
助。

５つの地区ささえあい活動計画
亀崎・乙川・半田・成岩・青山地区がそれぞれの強みを生かして地域課題を
解決する取り組みを進めている。ご近所のつながりや減災、居場所や移動
手段、認知症予防など各種テーマで、イベントや講座を実施中。

9 はんだ市報　2020.3.1



消
防
団「
観
閲
式
」を

開
催
し
ま
す

３
月
１
日
㈰
〜
３
月
７
日
㈯

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に

補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

愛
知
県
収
入
証
紙
の

購
入
に
つ
い
て

市 政 ニ ュ ー ス

恒
例
の
消
防
団
観
閲
式
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
火
災
、
水
害
な
ど
の

災
害
か
ら
私
た
ち
の
「
大
切
な
命
」
を
守

る
消
防
団
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　3

月
8
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　

　半
田
市
職
員
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
役
所
大
会
議
室
で

実
施
し
ま
す
。

式
典
内
容

◇
観
閲

◇
訓
練
な
ど
（
中
隊
訓
練
、
操
法
訓
練
、

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
訓
練
）

◇
表
彰

問
合
わ
せ
　

　
防
災
交
通
課
　

84
0
6
2
6

毎
年
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時

期
に
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
の
知
多
中
部
管
内
（
半
田

市
、
阿
久
比
町
、
武
豊
町
、
東
浦
町
）
で

は
、
80
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火

災
に
よ
る
負
傷
者
は
8
名
、
死
者
は
7
名

で
す
。
昨
年
と
比
較
し
て
火
災
の
件
数
は

増
加
し
ま
し
た
。
少
し
の
油
断
か
ら
火
災

は
発
生
し
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い

等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
1
9
年
出
火
原
因

◇
1
位
　
た
き
火
　
◇
2
位
　
火
入
れ

◇
3
位
　放
火
及
び
放
火
の
疑
い

た
き
火
や
火
入
れ
が
原
因
で
発
生
し
た

火
災
の
多
く
は
、
風
の
影
響
で
大
き
く
燃

え
広
が
っ
た
り
、
周
囲
の
枯
れ
草
な
ど
に

火
の
粉
が
飛
ん
だ
り
し
た
こ
と
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
風
が
強
い

と
き
は
、
屋
外
で
火
を
使
う
こ
と
を
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
周
囲
を
明
る
く

し
、
不
要
な
可
燃
物
を
置
か
な
い
、
物
置

や
空
き
家
に
は
鍵
を
か
け
る
な
ど
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

小
規
模
な
飲
食
店
に
も

消
火
器
具
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

消防団員
募集中

◇
改
正
概
要

延
べ
面
積
1
5
0
㎡
未
満
の
火
を
使
用

す
る
設
備
ま
た
は
器
具
（
防
火
上
有
効
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
（
※
）
を
除
く
）

を
設
け
た
飲
食
店
等
に
つ
い
て
も
消
火
器

具
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
、
自
動
消
火
装

置
、
ま
た
は
圧
力
感
知
安
全
装
置
等

（
そ
の
他
の
危
険
な
状
態
の
発
生
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
発
生
時
に
お
け
る

被
害
を
軽
減
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る

装
置
）

◇
消
火
器
設
置
後

6
か
月
ご
と
に
点
検
し
、
1
年
に
1
回

消
防
署
へ
点
検
結
果
報
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

問
合
わ
せ

　
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
　

　
予
防
課
　

㉑
1
4
9
1

令
和
元
年
11
月
22
日
に
、
「
ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
御
家
族
の
方
々
に
補
償

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補
償
金
額
・
対
象
者

◇
1
8
0
万
円

・
配
偶
者

・
親
、
子

・
1
親
等
の
姻
族
等
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

◇
1
3
0
万
円

・
兄
弟
姉
妹

・
祖
父
母
、
孫
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方
　

・
2
親
等
の
姻
族
等
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

・
曾
祖
父
母
、
ひ
孫
、
お
じ
、
お
ば
、
お

い
、
め
い
、
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

問
合
わ
せ
・
請
求
窓
口

　
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

　

0
3
│
3
5
9
5
│
2
2
6
2

愛
知
県
の
許
認
可
等
の
申
請
を
す
る
際

に
必
要
と
な
る
愛
知
県
収
入
証
紙
は
、
会

計
課
（
１
階
２
番
窓
口
）
で
も
購
入
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
証
紙
の
詳
細
は
、
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/sos

hiki/kaikei/0000006604.htm
l

※
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
旅
券
申
請
用

の
み
の
販
売
で
す
。

問
合
わ
せ
　

　
会
計
課

　


84
０
６
９
０
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消
防
団「
観
閲
式
」を

開
催
し
ま
す

３
月
１
日
㈰
〜
３
月
７
日
㈯

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に

補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

愛
知
県
収
入
証
紙
の

購
入
に
つ
い
て

市 政 ニ ュ ー ス

恒
例
の
消
防
団
観
閲
式
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
火
災
、
水
害
な
ど
の

災
害
か
ら
私
た
ち
の
「
大
切
な
命
」
を
守

る
消
防
団
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　3

月
8
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　

　半
田
市
職
員
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
役
所
大
会
議
室
で

実
施
し
ま
す
。

式
典
内
容

◇
観
閲

◇
訓
練
な
ど
（
中
隊
訓
練
、
操
法
訓
練
、

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
訓
練
）

◇
表
彰

問
合
わ
せ
　

　
防
災
交
通
課
　

84
0
6
2
6

毎
年
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時

期
に
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
の
知
多
中
部
管
内
（
半
田

市
、
阿
久
比
町
、
武
豊
町
、
東
浦
町
）
で

は
、
80
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火

災
に
よ
る
負
傷
者
は
8
名
、
死
者
は
7
名

で
す
。
昨
年
と
比
較
し
て
火
災
の
件
数
は

増
加
し
ま
し
た
。
少
し
の
油
断
か
ら
火
災

は
発
生
し
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い

等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
1
9
年
出
火
原
因

◇
1
位
　
た
き
火
　
◇
2
位
　
火
入
れ

◇
3
位
　放
火
及
び
放
火
の
疑
い

た
き
火
や
火
入
れ
が
原
因
で
発
生
し
た

火
災
の
多
く
は
、
風
の
影
響
で
大
き
く
燃

え
広
が
っ
た
り
、
周
囲
の
枯
れ
草
な
ど
に

火
の
粉
が
飛
ん
だ
り
し
た
こ
と
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
風
が
強
い

と
き
は
、
屋
外
で
火
を
使
う
こ
と
を
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
周
囲
を
明
る
く

し
、
不
要
な
可
燃
物
を
置
か
な
い
、
物
置

や
空
き
家
に
は
鍵
を
か
け
る
な
ど
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

小
規
模
な
飲
食
店
に
も

消
火
器
具
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

消防団員
募集中

◇
改
正
概
要

延
べ
面
積
1
5
0
㎡
未
満
の
火
を
使
用

す
る
設
備
ま
た
は
器
具
（
防
火
上
有
効
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
（
※
）
を
除
く
）

を
設
け
た
飲
食
店
等
に
つ
い
て
も
消
火
器

具
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
、
自
動
消
火
装

置
、
ま
た
は
圧
力
感
知
安
全
装
置
等

（
そ
の
他
の
危
険
な
状
態
の
発
生
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
発
生
時
に
お
け
る

被
害
を
軽
減
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る

装
置
）

◇
消
火
器
設
置
後

6
か
月
ご
と
に
点
検
し
、
1
年
に
1
回

消
防
署
へ
点
検
結
果
報
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

問
合
わ
せ

　
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
　

　
予
防
課
　

㉑
1
4
9
1

令
和
元
年
11
月
22
日
に
、
「
ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
御
家
族
の
方
々
に
補
償

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補
償
金
額
・
対
象
者

◇
1
8
0
万
円

・
配
偶
者

・
親
、
子

・
1
親
等
の
姻
族
等
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

◇
1
3
0
万
円

・
兄
弟
姉
妹

・
祖
父
母
、
孫
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方
　

・
2
親
等
の
姻
族
等
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

・
曾
祖
父
母
、
ひ
孫
、
お
じ
、
お
ば
、
お

い
、
め
い
、
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

歴
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
た
方

問
合
わ
せ
・
請
求
窓
口

　
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

　

0
3
│
3
5
9
5
│
2
2
6
2

愛
知
県
の
許
認
可
等
の
申
請
を
す
る
際

に
必
要
と
な
る
愛
知
県
収
入
証
紙
は
、
会

計
課
（
１
階
２
番
窓
口
）
で
も
購
入
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
証
紙
の
詳
細
は
、
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/sos

hiki/kaikei/0000006604.htm
l

※
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
旅
券
申
請
用

の
み
の
販
売
で
す
。

問
合
わ
せ
　

　
会
計
課

　


84
０
６
９
０

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を

貸
し
出
し
ま
す

３
月
１
日
か
ら
書
籍
の
価
格
を

一
部
改
定
し
ま
す

半
田
市
農
業
委
員
会
委
員
及
び

半
田
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集

対象市誌 改定前 改定後

新修半田市誌 上巻 ７，３００円 ５，０００円

新修半田市誌 中巻 ７，３００円 ５，０００円

新修半田市誌 下巻 ７，３００円 ５，０００円

新修半田市誌 上中下セット ２１，９００円 １２，０００円

４，６５０円 ３，０００円

４，１５０円 ３，０００円

半田市農業委員会委員
（農業委員）

半田市農地利用最適化推進委員
（推進委員）

募集
人数等

１１名
※市内に農地を所有しな
い等、農業に関して利
害関係を有しない者１
名以上を含む

５名
※市内を５つの区域に分けて募集
◇有脇・亀崎 １名
◇乙川 １名
◇岩滑・半田 １名
◇成岩 １名
◇板山 １名

報酬
（月額）

◇会長 ２５，３００円
◇副会長 ２２，２００円
◇委員 ２１，０００円

◇委員 ２１，０００円

対象者

◇地域の農業者や農地の
事情に詳しい者
◇農業委員の業務を適切
に行うことができる者

◇地域の農業者や農地の事情に詳
しい者
◇農業委員と連携して推進委員の
業務を適切に行うことができる
者

業務
内容

◇農地の権利移動、農地
転用などの審議
※農業委員会総会（月１
回）
◇現地調査など（随時）
◇農地利用の集積、遊休
農地の防止・解消など
のための活動（年数回）
◇その他研修会など

◇農地の利用状況調査及び地域
農業者などとの話し合い（随時）

◇農地中間管理機構との連携（随
時）

◇農業委員会総会に出席し、担当
地域の農地法などの申請内容に
ついて意見を述べる（随時）
◇その他研修会など

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

市 政 ニ ュ ー ス

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
幼
児

2
人
が
同
乗
で
き
る
自
転
車
を
貸
し
出
し

ま
す
。

対
象
者
（
次
の
両
要
件
を
満
た
す
方
）

◇
満
1
歳
以
上
6
歳
未
満
の
子
ど
も
を
2

人
以
上
養
育
す
る
16
歳
以
上
の
方

◇
自
転
車
の
保
管
場
所
を
確
保
で
き
、
安

全
か
つ
適
正
に
管
理
で
き
る
方

貸
出
自
転
車
・
料
金

　
6
歳
未
満
の
子
ど
も
が
2
人
同
乗
で
き

る
自
転
車

◇
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
プ
　
5
台

　
5
2
0
円
／
月

◇
電
動
ア
シ
ス
ト
付
　
23
台

　
1
，0
4
0
円
／
月

※
貸
出
承
認
時
に
一
括
で
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

貸
出
期
間

　
4
月
1
日
〜
令
和
3
年
3
月
31
日

※
貸
出
料
金
は
月
単
位
と
し
、
日
割
り
計

算
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
た
め
、
3
月

31
日
以
前
に
返
却
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
や
、

市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点

で
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
わ
せ

　
3
月
1
日
㈰
〜
3
月
13
日
㈮
に
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

㉒
4
1
8
8

3
月
1
日
か
ら
発
刊
後
30
年
を
経
過
し

た
新
修
半
田
市
誌
（
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
）

を
始
め
、
文
化
財
篇
、
宗
教
篇
の
販
売
価

格
を
改
定
し
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
博
物
館
　

㉓
7
1
7
3

改定後の販売価格

任
期

　
7
月
20
日
〜
令
和
5
年
7
月
19
日

募
集
期
間

　
3
月
16
日
㈪
〜
4
月
15
日
㈬

　
8
時
30
分
〜
17
時

申
し
込
み

推
薦
届
ま
た
は
応
募
届
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
経
済
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
推
薦
届
・
応
募
届
・
募
集
等
要
領
は
、

経
済
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
あ
り
ま
す
。

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
候
補
者

選
考
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
経
済
課
　

84
0
6
3
7

7
月
19
日
に
任
期
満
了
と
な
る
半
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
半
田
市
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
等
か
ら
の
推
薦
及
び
応
募
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。
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催
　し

半
田
運
河
の

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

春
の「
半
田
運
河

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 
ｂｒｕｎｃ
ｈ
」

半
田
赤
レ
ン
ガ
春
の
収
穫
祭

「
作
っ
て・食
べ
て・楽
し
む
、

と
れ
た
て
知
多
半
島
」

春
の
花
ま
つ
り

半
田
運
河
の
ほ
と
り
で
、
朝
昼

ご
は
ん
や
買
い
物
を
の
ん
び
り
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

◇
3
月
15
日
㈰
10
時
〜
15
時

◇
4
月
29
日
㈷
、
5
月
30
日
㈯

　
10
時
〜
14
時

※
令
和
2
年
は
6
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

場
所
　
蔵
の
ま
ち
公
園
、
中
村
街

園
な
ど
半
田
運
河
周
辺

内
容

◇
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
、
焼
き
菓
子

な
ど
の
販
売

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◇
音
楽
ラ
イ
ブ

※
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
合
わ
せ
　
半
田
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　

32
3
2
6
4 

半
田
運
河
の
ほ
と
り
に
、
2
日

間
だ
け
の
「
酒
場
」
が
登
場
し
ま

す
。
提
灯
や
和
傘
の
灯
り
な
ど
幻

想
的
な
光
の
演
出
が
あ
り
、
知
多

半
島
六
蔵
の
日
本
酒
、
お
酒
に
合

う
お
つ
ま
み
の
飲
食
ブ
ー
ス
、
そ

の
場
で
楽
し
め
る
炙
り
コ
ー
ナ
ー

も
登
場
し
ま
す
。
新
美
南
吉
童
話

の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
音
楽

と
影
絵
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
19
日
㈭
・
20
日
㈷

　
　
　
17
時
〜
21
時
　

場
所
　
半
田
運
河
（
半
六
庭
園
周

辺
）

問
合
わ
せ
　
半
田
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　

32
3
2
6
4 

日
時
　
3
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・

20
日
㈷
〜
22
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所
　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

主
な
内
容

◇
産
直
品
の
販
売

◇
大
人
気
ト
ロ
さ
ば
B
B
Q
、
限

定
し
ら
す
カ
ツ
バ
ー
ガ
ー
な
ど

◇
春
を
感
じ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
合
わ
せ
　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　
　
　
　
　

㉔
7
0
3
1

花
き
（
切
り
花
や
鉢
物
）
の
展

示
即
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所
　
市
役
所

　
　
　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
周
辺

　
　
　
（
1
階
正
面
玄
関
左
）

内
容

◇
花
き
人
気
投
票
（
12
日
㈭
の
み
）

※
投
票
し
た
先
着
1
0
0
名
の
方

に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

◇
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

販
売

◇
切
り
花
、
観
葉
植
物
な
ど
の
即

売
◇
抽
選
会
（
お
買
い
上
げ
千
円
に

つ
き
、
抽
選
券
1
枚
進
呈
）

問
合
わ
せ
　
あ
い
ち
知
多
農
業
協

同
組
合
半
田
営
農
セ
ン
タ
ー

　

㉗
7
8
5
1

情 報 コ ー ナ ー

▲ＨＯＴＯＲＩ半田運河
　を楽しむプロジェクト
　Facebook 

▲ＨＯＴＯＲＩ ｂｒｕｎｃｈ
　インスタグラム

広告

【問合わせ】 半田赤レンガ建物　24-7031

半田赤レンガ建物臨時休館します
　4月1日から半田赤レンガ建物の指定管理者が、
㈱JTBコミュニケーションデザインから㈱トヨタエンタプ
ライズに代わります。そのため下記の通り、臨時休館い
たします。ご理解とご協力をお願いします。

全 館 休 館 日　3月31日（火）、4月1日（水）
ショップ休館日　3月30日（月）～4月2日（木）
カフェ休館日　3月30日（月）～4月3日（金）
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組「
ご
ん
」

字
幕
ス
ー
パ
ー
付
ス
タ
ー
ト
！

新
常
設
展
示

こ
ろ
こ
ろ
ス
ペ
ー
ス
ツ
ア
ー
！

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

好
評
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組

「
ご
ん
」
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
が

登
場
し
ま
し
た
。
耳
の
不
自
由
な

方
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

期
間
　
9
月
25
日
㈮
ま
で

上
映
日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
14
時
30
分
〜

観
覧
料
　
3
歳
〜
中
学
生
2
0
0

円
、
高
校
生
以
上
5
0
0
円

問
合
わ
せ

　半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
　
　
㉓
7
1
7
5

3
月
の
テ
ー
マ
は
「
せ
か
い
の

ほ
し
ぞ
ら
」
で
す
。
外
国
へ
行
く

と
空
は
ち
が
う
の
か
、
星
は
見
え

る
の
か
な
ど
、
日
本
と
外
国
の
ほ

し
ぞ
ら
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
の
毎
週
日
曜
日

　
　
　
11
時
〜

※
3
月
15
日
㈰
は
、
親
子
で
楽
し

く
音
楽
と
触
れ
合
う
リ
ト
ミ
ッ

ク
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
半
田
空
の
科
学
館

　
　
　プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

対
象
　
未
就
学
児
の
親
子

観
覧
料
　
3
歳
〜
中
学
生
1
1
0

広告

円
、
高
校
生
以
上
3
0
0
円

問
合
わ
せ

　半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
　
　

㉓
7
1
7
5

空
の
科
学
館
の
入
口
に
新
し
い

展
示
物
「
こ
ろ
こ
ろ
ス
ペ
ー
ス
ツ

ア
ー
」
が
登
場
し
ま
し
た
。
ピ
ン

ポ
ン
球
を
壁
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が

る
レ
ー
ル
の
上
で
、
う
ま
く
こ
ろ

が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

開
館
時
間
内
（
9
時
〜
17
時
）

は
自
由
に
体
験
で
き
ま
す
。

問
合
わ
せ

　半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
　
　
㉓
7
1
7
5

国内線往復航空券
プレゼント!!

【問合わせ】 企画課　 84-0605

日 に ち　5月11日（月）～7月17日（金）の平日
　　　　　※応募時に希望日をご指定ください（土・日は除く）。
行　　先　セントレアから直行便が就航している国内空港のうち1空港
応募条件　代表者が市内在住で20歳以上の方
　　　　　※終了後に、体験記を作成していただきます。
募集人数　4名程度（抽選）　※グループでの応募も可能です（1グループ最大4名）。
応募方法　3月18日（水）18時までに、以下のＵＲＬまたはＱＲコードから応募フォームへア

クセスし、申し込みしてください。
https://forms.gle/7Jgk86nqHrfT7p6Z7

　セントレアは、2020年2月17日に開
港15周年を迎えました。そこで、「15周
年ありがとうヒコーキ」企画として、半田
市にお住まいの方に、国内線往復航空券
をプレゼントします。

半田市

セントレア開港15周年
ありがとうヒコーキ

平日
限定

セントレア 合 同 企 画×
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催
　し

写
真
で
残
す

愛
知
の
文
化
遺
産
写
真
展

Ｍ
Ｉ
Ｍ

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展

「
花
と
子
ど
も
」

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

茶
話
会 
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
議
員

の
開
催

さ
わ
か
い

児童センター（館）名 ボランティア団体名
亀崎児童センター かめじサポーターズ
半田児童センター コアラ倶楽部
乙川児童センター すくすくサポート乙川
板山ふれあいセンター よもぎっこサポーター
青山児童センター 花はな ちょボラ
有脇児童館 あじぼら

成岩児童センター ２２-９０６０
亀崎児童センター ２９-０１６８
半田児童センター ２２-８４１１
乙川児童センター ２２-９７７９
板山ふれあいセンター ２７-７６５５
青山児童センター花・はな ２４-８７６６
有脇児童館 ２９-１５８２

乳
幼
児
家
庭
の
保
護
者
の
方
と

議
員
を
交
え
た
交
流
会
で
す
。
子

育
て
中
の
心
配
事
、
教
育
の
こ
と
、

保
護
者
目
線
で
気
づ
い
た
半
田
市

の
改
善
点
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
声

を
市
議
会
議
員
に
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
議
場
見
学
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
3
月
26
日
㈭

　
　
　
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
　
市
役
所

　
　
　
傍
聴
ロ
ビ
ー
（
5
階
）

対
象
　
乳
幼
児
家
庭
の
保
護
者

　
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
可
）

定
員
　
15
名
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
茶
話
会

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
議
員
で
検
索
）
の
申

込
み
ペ
ー
ジ
か
ら
議
事
課
へ

　

84
0
6
9
4

※
2
月
1
日
㈯
か
ら
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

「
花
と
子
ど
も
の
画
家
」
と
い

わ
れ
る
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
代

表
作
品
30
点
を
紹
介
し
ま
す
。
原

画
を
も
と
に
作
品
の
色
合
い
と
風

合
い
を
損
な
わ
な
い
よ
う
保
存
さ

れ
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
か
ら
、
超
精

巧
な
印
刷
を
行
っ
た
作
品
（
ピ
エ

ゾ
グ
ラ
フ
）
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈯
〜
4
月
12
日
㈰

　
9
時
30
分
〜
17
時

　
（
木
曜
日
休
館
）

場
所
　
Ｍ
Ｉ
Ｍ
ホ
ー
ル
（
Ｍ
Ｉ
Ｚ

Ｋ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
館
内
）

入
場
料
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
館
内
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
別
途
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｋ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

　


㉔
5
1
1
1

「
愛
知
県
内
の
文
化
遺
産
を
写

真
で
発
掘
」
と
題
し
て
募
集
し
た

写
真
を
展
示
し
ま
す
。
県
内
の
有

名
な
文
化
遺
産
や
知
ら
れ
ざ
る
身

情 報 コ ー ナ ー

▲茶話会ｗｉｔｈ議員
　申込みページ

近
な
文
化
遺
産
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時

　
3
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰

　
9
時
〜
17
時
　

場
所
　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　
　
　
企
画
展
示
室

問
合
わ
せ
　
日
本
の
伝
統
文
化
を

つ
な
ぐ
実
行
委
員
会

　

0
5
2
│
3
2
3
│
4
4
9
9

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
の
交
流
会
で
す
。
介
護

の
悩
み
や
不
安
、
戸
惑
い
を
共
有

し
た
り
、
困
り
ご
と
を
解
決
す
る

ヒ
ン
ト
な
ど
が
得
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
4
月
3
日
㈮

　
　
　
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
役
所

　
　
　
会
議
室
3
0
3
（
3
階
）

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

参
加
費
　
1
0
0
円

申
込
み
　
不
要

問
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　

84
0
6
4
4

問合わせ

児童センター（館）

ボランティア団体会員
　児童センターの行事に協力してくださるボラン
ティア団体の会員を募集します。詳しくは、各センタ
ーにお問い合わせください。

※成岩児童センターは、ボランティア団体を募集中です。

年会費　100円～300円程度
申込み　各児童センターへ

「おやこっこ」会員
　令和2年度の会員を募集します。「おやこっこ」は、
親子で手遊びやリズム遊びなどを楽しむ登録制の
講座です。
活動日時（春・夏・冬休み期間中は除く）
◇亀崎・乙川・板山・青山
　　　　　 ・・・・・・・・・毎週水曜日10時30分～11時
◇成岩・半田・・・・・・・・・毎週木曜日10時30分～11時
対　象　主に2～3歳児とその保護者
定　員　各センター30組程度
申込み　3月3日（火）から、各児童センターへ

会 員 募 集
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半
田
市
民
第
九
合
唱
団

2
0
2
0 
合
唱
団
員
募
集

令
和
2
年
度

博
物
館
友
の
会
会
員
募
集

亀
崎
潮
干
祭

サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ

出
店
者
募
集

募
　集

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

こ
の
夏
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
と
一
緒
に
「
第
九
」
を
歌

い
ま
せ
ん
か
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
2
5
0

周
年
に
、
声
高
ら
か
に
「
歓
喜
の

歌
」
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
サ
ー
ト
日
に
ち
・
場
所

　8
月
30
日
㈰
予
定

　雁
宿
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

練
習
日
時

◇
合
唱
団
練
習
（
8
回
）

・
6
月
27
日
㈯
、
7
月
11
日
㈯
・

25
日
㈯
、
8
月
1
日
㈯
・
8
日

㈯
・
23
日
㈰
10
時
〜
12
時

・
8
月
28
日
㈮
18
時
〜
20
時

・
8
月
29
日
㈯
11
時
〜
17
時

◇
少
経
験
者
練
習
（
希
望
者
）

・
5
月
9
日
㈯
・
23
日
㈯
、
6
月

6
日
㈯
10
時
〜
12
時

・
6
月
20
日
㈯

　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
6
月
22
日
㈪

　18
時
30
分
〜
20
時
30
分

練
習
場
所
　雁
宿
ホ
ー
ル

対
象
　小
学
生
以
上

定
員
　各
パ
ー
ト
40
名
程
度

▲申込みフォーム

▲申込みフォーム

募
集
パ
ー
ト
　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
、
バ
ス

合
唱
指
導
　榊
原 

佳
子 

氏

参
加
費
　5
，0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
4
月
27
日

㈪
ま
で
に
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
・
希
望
パ
ー
ト
・

第
九
経
験
有
無
を
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
生
涯
学
習
課
へ

　
〒
4
7
5
│
0
9
1
8

　
雁
宿
町
1
│
22
│
1

　

㉓
7
3
4
1
□FAX 

㉓
7
6
2
9

　
Ｅ
メ
ー
ル
　shougai@
city. 

handa.lg.jp

博
物
館
友
の
会
は
、
6
つ
の
部

会
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
12
月
に
は
、
各
部
会

の
活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る
作
品

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

部
会
・
募
集
人
員

◇
は
た
お
り
部
会
　
6
名

◇
染
色
部
会
　
　
　
5
名

◇
古
文
書
部
会
　
　
希
望
者
全
員

◇
陶
芸
部
会
　
　
　
希
望
者
全
員

◇
拓
本
部
会
　
　
　
希
望
者
全
員

◇
歴
史
部
会
　
　
　
希
望
者
全
員

会
費
　年
1
，0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
1
日

㈰
か
ら
、
直
接
博
物
館
へ

　

㉓
7
1
7
3

亀
崎
を
訪
れ
る
方
に
少
し
で
も

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
亀
崎
潮
干
祭
の
ク
リ
ー
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
案
内
所
サ
ポ
ー
ト

を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
　5
月
3
日
㈷
・
4
日
㈷

◇
1
部
　
9
時
30
分
〜
13
時

◇
2
部
　
12
時
30
分
〜
16
時

定
員
（
各
部
と
も
）

◇
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
20
名

◇
案
内
所
サ
ポ
ー
ト
　
　
　
6
名

参
加
者
説
明
会

◇
日
時
　
4
月
16
日
㈭

　
　
　
　
19
時
〜
20
時

◇
場
所
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

　
　
　
　
第
1
会
議
室

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
4
月
9
日

㈭
ま
で
に
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
. 

handa-kankou.com
/

）
の

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
ま
た

は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
も
し
く
は
直

接
半
田
市
観
光
協
会
へ

　

32
3
2
6
4
□FAX 

㉒
4
3
2
1

※
申
込
書
は
、
半
田
市
観
光
協
会

（
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田
）
、
知
多

半
田
駅
前
観
光
案
内
所
（
ク
ラ

シ
テ
ィ
1
階
）
、
観
光
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

半
田
商
工
会
議
所
で
は
、
中
心

市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、
名
鉄
知
多
半
田
駅
前
の
商
業

施
設
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
の
空

き
店
舗
を
借
り
受
け
、
開
業
予
定

者
に
対
し
て
商
品
開
発
や
経
営
の

方
法
な
ど
を
学
ぶ
実
践
の
場
と
し

て
提
供
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
対
象
者
な
ど

①
半
田
市
内
（
特
に
中
心
市
街
地
）

で
独
立
や
新
規
開
業
を
考
え
て

お
り
、
出
店
に
関
し
て
意
欲
の

あ
る
方

②
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
テ
ナ
ン
ト
会

に
加
入
し
、
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
方

③
過
去
の
店
舗
経
営
の
経
験
が
あ

る
方
は
、
お
お
む
ね
5
年
以
下

の
方

④
原
則
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
営
業

日
に
営
業
で
き
る
方

※
選
考
基
準
の
詳
細
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
店
期
間
　6
月
1
日
㈪
〜
11
月

30
日
㈪
（
6
ヶ
月
間
）

募
集
業
種
　飲
食
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業

※
飲
食
業
の
場
合
は
、
配
管
工
事

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

必
要
経
費

◇
家
賃
無
料

◇
水
道
光
熱
費
（
実
費
）

◇
ゴ
ミ
処
理
費
（
実
費
）

◇
テ
ナ
ン
ト
会
費
（
月
3
千
円
税

別
）

事
前
説
明
・
現
地
見
学

　
随
時
受
付
（
問
合
わ
せ
先
へ
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
1
日

㈰
〜
31
日
㈫
に
、
半
田
商
工
会

議
所
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
担
当
へ

　

㉑
0
3
1
1

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審

査
及
び
面
接
審
査
を
行
い
選
考

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ク

ラ

シ

テ

ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
こ
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募
　集

半
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
募
集

シ
ニ
ア
デ
ビ
ュ
ー
講
座

は
ん
だ
陶
芸
教
室

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の

幸
せ
な
生
き
方
講
座

陶
芸
教
室

講
習・講
座

地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
半
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　5
名
程
度

任
期
　2
年
（
令
和
4
年
3
月
31

日
ま
で
）

応
募
資
格

◇
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

◇
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
や
ス
ポ
ー
ツ

指
導
の
経
験
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
活
動
に
興
味
の

あ
る
方

◇
市
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
積
極
的
に

参
画
で
き
る
方

◇
主
に
土
曜
日
・
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
平

日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
報
酬
　市
の
条
例
に
基
づ
く

選
考
方
法
　面
接

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
16
日

㈪
ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

情 報 コ ー ナ ー

伝
統
工
芸
士
の
も
と
、
世
界
で

1
つ
の
ど
こ
に
も
な
い
作
品
を
作

り
ま
す
。

日
時
　3
月
14
日
㈯

　
　
　9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　青
山
記
念
武
道
館

　
　
　第
2
会
議
室

対
象
　小
学
4
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

定
員
　10
組
（
1
組
1
〜
3
名
程

度
、
初
め
て
の
方
を
優
先
）

※
使
用
す
る
土
の
量
は
、
1
組
に

つ
き
1
㎏
で
す
。

講
師
　渡
辺 

二
三
一 

氏

　
　
　
（
伝
統
工
芸
士
）

持
ち
物
　
古
新
聞
紙
2
〜
3
枚

受
講
料
　無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
1
日

㈰
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　


㉔
0
6
6
6

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

　

㉒
1
1
8
4
□FAX 

㉔
0
4
8
8

　
Ｅ
メ
ー
ル
　sports@

city. 
handa.lg.jp

※
応
募
用
紙
は
、
ス
ポ
ー
ツ
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
で
検
索
）
に
あ

り
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

陶
芸
で
シ
ニ
ア
デ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
せ
ん
か
。
は
ん
だ
陶
芸
教
室
で

は
、
高
齢
者
対
象
の
初
心
者
向
け

陶
芸
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
新
し
い
趣
味
と
新
し
い
仲
間

で
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

日
時
　4
月
11
日
・
25
日
、
5
月

9
日
・
23
日
、
6
月
13
日
・
27

日
、
7
月
11
日
・
25
日
、
8
月

8
日
・
22
日
、
9
月
12
日
・
26

日
の
全
て
土
曜
日
（
全
12
回
）

　13
時
〜
15
時

場
所
　半
田
市
陶
芸
作
業
所

　
　
　
（
岩
滑
高
山
町
5
│
88
│
19
　
）

対
象
　60
歳
以
上

定
員
　6
名
（
抽
選
）

講
師
　前
田 

章 

氏
（
半
田
市
陶

芸
作
業
所
指
導
員
代
表
）

受
講
料
　5
，1
0
0
円

　
　
　
　
（
12
回
分
、
粘
土
代
込
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
24
日

㈫
ま
で
に
、
「
は
ん
だ
陶
芸
教

室
」
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記
入
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
高

齢
介
護
課
へ

　
〒
4
7
5
│
8
6
6
6

　
東
洋
町
2
│
1

　

84
0
6
4
4
□FAX 

㉒
2
9
0
4

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kaigo@

city. 
handa.lg.jp

※
受
講
決
定
者
に
は
文
書
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
3
月
31
日
発

送
予
定
）
。

楽
し
く
幸
せ
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
送
る
た
め
の
準
備
を
始
め
ま

せ
ん
か
。
全
6
回
の
講
座
を
通
じ

て
同
世
代
の
仲
間
作
り
の
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。

日
に
ち
・
内
容
・
講
師
（
全
6
回
）

◇
4
月
16
日
㈭

・
内
容
　
笑
い
ヨ
ガ

・
講
師
　
佐
藤 

真
由
美 

氏

◇
5
月
21
日
㈭

・
内
容
　
う
た
ご
え
喫
茶
サ
ロ
ン

・
講
師
　
茅
野 

茂
樹 

氏

◇
6
月
18
日
㈭

・
内
容
　
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
な
い
こ
と

を
想
像
す
る
訓
練
）

・
講
師
　小
笠
原 

円
次 

氏

◇
7
月
16
日
㈭

・
内
容
　
ボ
ッ
チ
ャ
で
遊
ぼ
う

・
講
師
　茅
野 

茂
樹 

氏

◇
8
月
27
日
㈭

・
内
容
　
水
墨
画
の
は
が
き
絵

・
講
師
　
榊
原 

晴
美 

氏

◇
9
月
17
日
㈭

・
内
容
　
初
め
て
の
ヨ
ガ

・
講
師
　
松
井 

り
さ 

氏

時
間

①
10
時
〜
12
時

②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
ク
ラ
シ
テ
ィ
3
階
）

定
員
　各
時
間
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
3
月
2
日

㈪
か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

　

32
3
4
3
0

　
Ｅ
メ
ー
ル
　s-kyodo@

city. 
handa.lg.jp

　
　
　
　
　
　
ま
え
だ
　
あ
き
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
う
　
ま
　
ゆ
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
の
　
し
げ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
が
さ
わ
ら
　
え
ん
じ

　
　
　
　
　
　
　
さ
か
き
ば
ら
は
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
い

　
　
　
　
　
　
わ
た
な
べ
　
ふ
み
か
ず
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名
座
講 「高齢者のかんたん体操教室」

in半田地区スポーツクラブ
「YOUKIわくわくスポーツ塾」
inスポーツクラブYOUKI

「シニアのためのスポーツ教室」
in乙川スポーツクラブ

時
日 毎週日曜日（4月5日（日）開始）

10時～11時
第2・4金曜日（4月10日（金）開始）
10時～11時30分

6月・8月の毎週土曜日（6月6日
（土）開始）10時～11時30分

所
場 半田中学校 体育館 大会議室 スポークラブYOUKI 会議室ほか 乙川交流センターニコパル
象
対 65歳以上の男女 65歳以上の男女 60歳以上の男女
員
定 30名（先着順） 20名（先着順） 30名（先着順）

容
内 自立した生活を続けるための基礎

体力を養う体操など 健康体操、軽スポーツなど 健康を維持するための軽運動、健
康チェック、体力測定など

師
講 阿

あ べ

部 笑
え み

美 氏
（ヨガインストラクター）

加
かとう

藤 博
ひろし

吏 氏
（柔道整復師）ほか2名

森
もり

 敬
けいじ

司 氏（理学療法士）
青
あおき

木 幸
さちこ

子 氏
（半田市健康づくり連絡協議会）

費
加
参

年6，000円（保険代込） 月500円（保険代込） 1回300円(保険代込)

せ
わ
合
問・
み
込
申

半田地区スポーツクラブ
 FAX23-8880
Eメール　handa-sc@luck.ocn.ne.jp

スポーツクラブYOUKI
 FAX28-6464　
Ｅメール　youki@titan.ocn.ne.jp

乙川スポーツクラブ
29-2005　FAX84-3366
Ｅメール　okkawa-s@japan-net.ne.jp

名
座
講 「幼児・小学生の親子運動教室」

in半田地区スポーツクラブ
「親子ふれあいスポーツ教室」
inＮＰＯ法人ソシオ成岩スポーツクラブ

「親子のスポーツ教室」
in乙川スポーツクラブ

時
日 毎週土曜日（4月11日（土）開始）

10時～12時
5月10日、6月7日、7月5日、8月2
日の全て日曜日　11時～12時

毎月第1・3日曜日（4月5日（日）開
始）10時～12時

所
場 半田小学校 体育館 成岩ウイング スタジオ

（成岩中学校敷地内）
横川小学校 体育館または
乙川交流センターニコパル

象
対 3歳～小学生とその保護者 年中児～小学2年生とその保護者 年中児～小学2年生とその保護者
員
定 130名（先着順） 15組30名（先着順） 50組（先着順）

容
内 ボール投げ、筋力運動、跳び箱、鉄

棒、縄跳び、トランポリンなど
ボールやスティックを使った運動な
ど

ゲーム感覚の遊びを取り入れた運
動など

師
講 倉

くらち

地 政
まさなお

直 氏、渡
わたなべ

辺 庄
しょうご

吾 氏
（子ども身体運動発達指導士）

ルンゲ 春
はるか

香 氏、田
たなか

中 一
かずあき

彰 氏、
三
みうら

浦 陽
ようへい

平 氏、富
とみた

田 続
つづき

 氏
（日本スポーツ協会公認コーチほか）

森
もり

 敬
けいじ

司 氏
（子ども身体運動発達指導士）

費
加
参 子ども1名3，000円
（子どもの保険代込） 無料 無料（乙川スポーツクラブへの入会

が必要）

せ
わ
合
問・
み
込
申

半田地区スポーツクラブ
 FAX23-8880
Ｅメール　handa-sc@luck.ocn.ne.jp

NPO法人ソシオ成岩スポーツクラブ
26-7771　FAX26-7773
Ｅメール　narawa@themis.ocn.ne.jp

乙川スポーツクラブ
29-2005　FAX84-3366
Ｅメール　okkawa-s@japan-net.ne.jp

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

※申込用紙は、各総合型地域スポーツクラブのホームページからダウンロードできます。
※教室の開催日は会場の都合などにより変更することがあります。
※事務員が常駐していないクラブがあるため、電話がつながりにくい場合があります。
※詳しくは、各総合型地域スポーツクラブへお問い合わせください。

運動で健康な毎日を！

親子で楽しく運動しましょう！

運動で健康な毎日を！

市内の総合型地域スポーツクラブが高齢者・親子を対象に運動教室を開催します。地域のお友だちづくり
の場としても盛り上がっています。

親子で楽しく運動しましょう！

総合型地域スポーツクラブの運動教室

高 齢 者 対 象

親 子 対 象

申込み 申込用紙に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ、Ｅメールで各総合型地域スポーツクラブへ
（ソシオ成岩スポーツクラブのみ4月10日（金）～受付）
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押
し
花
書
道
教
室

（
ア
ー
ト
書
）

講
習・講
座

レース名 開催日
ボートピア川崎 開設記念競走 2月29日（土）～3月3日（火）

ニッカン・コム杯 3月7日（土）～3月10日（火）
ワークシステム サービスカップ 3月14日（土）～3月17日（火）

ヴィーナスシリーズ第12戦 常滑シンデレラカップ 3月25日（水）～3月30日（月）

住宅名
(管理開始年)

棟／階数
（間取り） 家　賃（円）

緑ケ丘
（昭和6０年）

２－３０３
（３ＤＫ） １７，５００円～３４，４００円

緑ケ丘
（昭和6１年）

７－２０１
（３ＤＫ） １８，４００円～３６，１００円

緑ケ丘
（平成５年）

１１－４０２
（３DＫ） ２０，８００円～４０，８００円

上池
（昭和５３年）

２０８
（３DＫ） １５，０００円～２９，４００円

大高
（昭和56年）

２－３０１
（３DＫ） １６，８００円～３３，１００円

板山
（平成３年）

１－１０２
（３DＫ） １８，７００円～３６，８００円

マイナンバーＰＲキャラクター　マイナちゃん

詳しくは
こちら！

マイナンバーカードマイナンバーカードま
す

ます
便利に !

情 報 コ ー ナ ー

資源の排出には、公共資源回収ステーションをご利用
ください！

前年同月量▼

30,139t

1,360g

587g

ごみ総排出量

1世帯1日あたり

1人1日あたり （590g）

（1,383g）

(30,135t)

4～1月のごみ量

表紙のことば
　今回の表紙は、マイナンバーのＰＲ
キャラクターの「マイナちゃん」です。
マイナンバーカードがあると、住民票
の写しなどの各種証明書がコンビニ
で取得出来るなど、便利なサービス
が受けられます。詳しくは、市ホーム
ページのサイト内で「マイナンバーカ
ード」で検索してください。

Front
cover

［問合わせ］ 建築課　８４-０６７０

市営住宅空家

受付期間　３月２日（月）～３月１３日(金）

抽選入 居 者 募 集

令和のゴンにも春が来た絵手紙展
日時　３月２５日（水）～２７日（金）　
　　　１０時～１６時（２７日（金）は、１５時まで）
場所　雁宿ホール
入場料　無料
問合わせ　絵手紙ごんぎつね（奥田）
　　　　　０５６２-８３-５６９９

イベント・講座情報募集中!!
受付期間　４月１５日号・・３月６日（金）まで

５月 １日号・・３月９日（月）～３月２３日（月）
６月 １日号・・４月３日（金）～４月１７日（金）

受付件数　各号８件（先着順）
申込方法　掲載申請書を企画課へ（ＦＡＸ・Ｅ

メール可）
※掲載には条件があります。詳しくは、市ホームペー
ジ（みんなのひろばで検索）をご覧ください。

み ん な ひ ろ ばの

http://www.boatrace-tokoname.jp開 催 日 程

※半田市では常滑競艇場で年24日間のレースを開催し、その収益を市民サービス向上の財源として活用しています。

ど
こ
に
も
な
い
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時
　3
月
16
日
㈪

　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　青
山
記
念
武
道
館

　
　
　第
2
会
議
室

対
象
　中
学
生
以
上

定
員　10

名
（
初
め
て
の
方
を
優
先
）

持
ち
物
　古
新
聞
紙

受
講
料
　無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　3
月
1
日

㈰
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　
㉔
0
6
6
6
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親子ものづくり体験で科学と工作の楽しさを学びました！

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、
より住みやすいまちにしていくことを目指しています。
このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、
その取り組みの様子をお届けします。

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

コミュニティ・スクールの紹介 亀崎中学校
　市内の小中学校では、「コミュニティ・スクール制度」（保護者や地域住
民のみなさんと子どもたちを育てていく仕組み）を取り入れています。
　亀崎中学校では、今年度、「亀崎思いやり応援隊ジュニア
(KOOジュニア)」が誕生しました。KOOジュニアは、生徒会執行
部が地元亀崎のボランティア団体「亀崎思いやり応援隊（ＫＯＯ）」
と一緒に地域のためにボランティア活動をしようと全校に呼び
かけたものです。現在、６４名が入隊しています。高齢者宅の庭
の草取り、網戸の張り替え、公共施設の掃除などの活動を行っ
ています。KOOの方々に作業の仕方を教えていただいたり、依
頼主の方に喜んでいただいたりして地域の方との交流も深まり
ました。これからも、地域とともにある学校を目指して、亀中生
が地域の一員として貢献できる活動を進めます。

　１月１８日（土）「親子ものづくり体験教室」が雁宿ホー
ルで開催され、市内の小学校３年生～６年生の児童約６
０人とその保護者が参加しました。
　この取り組みは、半田市少年少女発明クラブがより
多くの子どもたちに“科学”に興味をもってもらい、創作
工夫の楽しさを体験してもらうともに、ものづくりを通
して親子のコミュニケーションを図ってもらおうと半田
工業高等学校とコラボで企画したものです。
　“静電気”をテーマに行われた親子ものづくり体験教
室では、はじめに半田工業高等学校の生徒が静電気に
興味関心を持ってもらうため、静電気クイズと工業高

校の生徒自らヒー
ローと悪役に扮し
たショーでわかり
やすい説明の後、
静電気発生器具を利用した実験が行われました。
　続いてプラカップ、荷づくりヒモなど身近にある材料を用いて、静
電気の力でカップがくるくる回る「フランクリンモータ」とふわふわ浮
く「電気クラゲ」の工作が行われました。参加した子どもたちが作りや
すいように、半田工業高校の生徒と発明クラブの指導員が、手作り
の工作キットを用意。子どもたちは目をキラキラさせて、保護者と一
緒に工作を楽しんでいました。
※この事業は、令和元年度半田市市民活動助成金対象事業です。

▲モーターうまく回るかな？

▲電気クラゲが浮いた！

今回の大作戦でいっしょに取り組んだみなさん

・半田市少年少女発明クラブ
・半田工業高等学校

ク ー
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3
月
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節
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わ
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邪
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ひ
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で
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甘
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取
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、
元
気
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過
ご
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ま
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う
。  

（
浅
野
）

Ｑ１ 今号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２ 今号を読んだことがきっかけで行動したこと、または、したいことはありましたか。
Ｑ３ 市報で取り上げてほしい内容や企画、広報に関するご意見・ご感想などありましたらお聞かせください。

編
集
後
記

回答方法
住所、氏名、年齢、アンケート
を書いて、ご送付ください。
あ て 先
　〒４７５-8666
　東洋町２-１　企画課
　Ｅメール
　kouhou@city.handa.lg.jp

３

みなさんの　　を聞かせてください アンケート声
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

Q
Rコ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

登
録
商
標
で
す
。

ひよっこママに半田はあたたかいまちでしたひよっこママに半田はあたたかいまちでしたひよっこママに半田はあたたかいまちでした

わたしの
市民リポーターが半田市の魅力を紹介

2019年度市民リポーター
田代涼子さん

第4回

ふるさと半田応援団のメンバー。
言葉工房トム代表。
第１子が６か月の時に半田市に引っ越し、今年で12年目。
小学生２人の母。散歩とカフェが大好き。半田市在住。

蔵出し日記

W
A

T
A

S H I  n o  K U R A D A S H I  N I K K I

子どもがいたから広がった世界
　それまで何の縁もなく、友達もいなかった半田市。引っ越してきて一番はじめに心
の拠り所となったのは「はんだっこ」でした。子どもを連れて出かければ、同じようなマ
マさんとお話ができ、スタッフの方に小さな相談ごともできました。
　やがて出かけるのに慣れてくると、市の情報紙「はんだっこ0123」を見ては、今日
は児童センター、今日は保育園の一般開放と出かけました。子ども
を通して、自分の世界も広がっていきました。
　半田市の乳児教室で一緒になったママ達と、母になって初めて
のランチ会にも挑戦。０歳児だらけでわちゃわちゃと大変でしたが、
楽しくいい思い出に。今でもいい関係が続いています。

市内で十分楽しめる、子どもとの時間
　先日、半田市の冊子「はんだで暮らす（新版）」の企画で、半田市のママ
たちの座談会に参加してきました。そこで皆が口をそろえたのが「遠くま
で出かけなくても、市内に楽しいことがいっぱいある」ということ。
　南吉記念館できつねさんを探したり、半田運河で鯉のぼりを見たり、
運動公園で走り回ったり、科学館でプラネタリウムを楽しんだり……。
　時には病後児保育やファミリーサポートの方にも助
けていただきながら、てんやわんやの日常は、過ぎてみ
ればあっという間でした。半田市で子育てができて良
かったなと、12年過ごした今、思っています（子育ては
まだ続きますが…笑）。

はんだっこで

歩く練習を

していた頃

「はんだで暮らす（新版）」

座談会の様子

半田市での暮らしの魅力が詰まった冊子「はんだで暮らす（新版）」は図書館、児童館などで配布中です

　今回で私のリポートも最後。長男が６か月の時に半田市に引っ越してきてから12年を、子育て
ママの目線で振り返ってみたいと思います。今、子育て真っ最中で大変なママさんに、何か少しで
も参考になればうれしいです。
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